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北
星
６
地
区
の
住
民
で
実
行
委
員

会
を
組
織
し
、
毎
年
「
防
災
フ
ェ
ア
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
旭

川
地
方
気
象
台
や
市
の
防
災
課
、
地

域
の
消
防
団
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
等

の
協
力
に
よ
り
、
「
近
年
の
豪
雨
や

停
電
な
ど
の
災
害
に
ど
う
備
え
る
か
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
や
パ
ネ
ル
展
示
な

ど
を
行
い
、
多
く
の
住
民
に
防
災
意

識
の
向
上
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
、
地
域
内
に
あ
る
北
海
道
教
育
大

学
旭
川
校
と
連
携
し
、
北
門
町
と
大

町
を
結
ぶ
、
北
の
散
歩
道
（
貨
物
専

用
線
の
大
町
岐
線
跡
）
な
ど
の
落
ち

葉
を
利
用
し
た
腐
葉
土
作
り
を
始
め

ま
し
た
。
循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
げ
る
た
め
、
地
域
住
民
と
大
学

生
が
協
力
し
合
っ
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

 

住民や団体が一緒に話し合い、地域の課題の解決や
特色を生かしたまちづくりに取り組んでいます。

せなみ かねなお

会長　瀬波金直さん

会長　石塚英倶さん

住住
特特

災
害
に
強
い

ま
ち
を
目
指
し
て

住
民
同
士
が
支
え
合
い

安
全
・
安
心
な
ま
ち
へ

北
星
６
地
区
が
力
を
合
わ
せ
て
防
災
意
識
の

向
上
な
ど
に
取
り
組
み
、
絆
の
強
い
地
域
づ

く
り
に
努
め
て
い
ま
す

腐葉土作りのために、落ち葉を
集める地域住民と大学生

防災フェアで、停電時の対応について
話し合った

北の散歩道北の散歩道

プラタナス並木路プラタナス並木路

　

旭
川
医
科
大
学
を
は
じ
め
と
す
る

教
育
機
関
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
、
地
域
団
体
等
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
築
き
、
住
民
同
士
が
支
え
合
え
る

体
制
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

昨
年
9
月
に
は
、
健
康
づ
く
り
事

業
と
し
て
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た

め
に
、
専
門
家
に
よ
る
講
義
や
運
動

指
導
、
立
つ
・
歩
く
・
走
る
・
座
る

な
ど
の
移
動
機
能
を
確
認
す
る
ロ
コ

モ
度
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
に
は
、
市
民
委
員
会

や
学
校
関
係
者
、
地
域
団
体
と
連
携

し
、
緑
新
小
学
校
で
「
多
世
代
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
。
世
代
を

超
え
て
交
流
し
な
が
ら
ゲ
ー
ム
や
も

の
づ
く
り
を
行
い
、
多
く
の
人
に
喜

ば
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
地
域
で
子
供
の
成
長
を

見
守
る
、
子
供
の
居
場
所
づ
く
り
に

も
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

ロコモ度テストで、一人一人の
移動機能を確認

緑が丘
まちづくり
推進協議会

北星
まちづくり
推進協議会

高
齢
者
の
健
康
や
子
供
の
成
長
を
支
え
て

い
く
た
め
の
体
制
づ
く
り
に
、
地
域
が
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　　　　川村カ子トアイヌ記念館や陶
芸の里、花咲スポーツ公園など、文化
・スポーツの拠点が充実。嵐山など豊
かな自然に恵まれていて、四季の変化
が身近に感じられる地域です。

15地域のまちづくり推進協議会

「多世代ふれあいフェスタ」で
実施した紙飛行機大会

特色

　　　　神楽岡公園やプラタナス並木
路があり、豊かな自然に親しめる地域。
旭川医科大学や、看護師等を養成する
医療専門学校など、多くの教育施設が
集まる文教地区でもあります。

特色

いしづかひでとも

みち

ネ

き
ず
な
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